
コロナ禍の影響で、会期と営業時間の変更や、オンライン展示のみの可能性もございます。
お手間で恐縮ですが、弊廊ホームページや公式SNSにて、最新情報をご確認頂ければ助かります。

令和2年12月19日（土）～25日（金） 会期中無休
開廊時間：午前11時～午後7時（最終日25日は午後5時まで）
作家在廊日：会期中、全日在廊予定

160-0022 東京都新宿区新宿3-37-11 安与ビルB2階
03-3352-5118  gallery@kakiden.com

https://www.kakiden.com/gallery/

公式

陶歴 昭和37年 武蔵野美術大学 工芸工業デザイン科 卒業　有田の岩尾磁器に入社
　 昭和44年 J.O.C.Vより、インドにて窯業指導
　 昭和46年 帰国後、岩尾磁器を退職、窯を築く
　 昭和50年 第25回 日本伝統工芸展 初入選
　 昭和54年 寛土里にて個展　その後、毎年定期的に開催
　 昭和58年 日本工芸会 正会員　 
　 平成12年 第40回 伝統工芸新作展 朝日新聞社賞受賞

店主 安田尚史

料金別納郵便

　令和二年のトリを飾る展覧会は、神奈川県の逗子で作陶を続ける練達の士、川﨑忠夫さんの
個展と相成りました。
　川﨑さんは、染付、色絵や朱華（はねず）、緑青彩（りょくせいさい）と名付けられた上絵付の
作品で人気を博しています。白色だけど優しいぬくもりを感じる白磁の器に、草花や鳥を確か
な筆致で丁寧に描いています。うつわの造形も、凛として気品ある形が特徴で、その上に描か
れた優しい動植物達は長い間、眺めていても全く飽きません。
　さて、弊廊で一年ぶりとなる本展では、クリスマス用のティーセットや、お正月用の酒器や
重筥など、年末年始にふさわしい新作約60点を発表致します。年の瀬のお忙しい中のご案内で
恐縮ですが、ご清覧を頂ければ嬉しいです。

川﨑忠夫 うつわ展




